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この報告書は、下記事故の原因を調査し、併せて再発防止策を提言するもの

である。 

 

行 事：第 32 回明石市民夏まつりの「花火大会」 

日 時：平成 13(2001)年 7 月 21 日(土) 

午後 8時 45 分ころから 50 分過ぎころにかけて 

場 所：会場の大蔵海岸とＪＲ朝霧駅を直結する明石市道「朝霧歩道橋上」 

態 様：会場に向かう観客と帰路についた観客が押し合いになり、転倒し、

死傷者が発生したものである。 

被 害：死者 11 人(10 歳未満 9人、70 歳以上 2人)、負傷者 247 人（平成 13

（2001）年 12 月 31 日現在） 
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